
(57)【要約】

引込み式安全針アセンブリ(24)が提供される。この針ア

センブリは、管状の外側ボディー(20)、この外側ボディ

ー(20)の内部に収容された引込みアセンブリ(60)、およ

びそれらの間に引込み力を加えるための偏倚要素(88)を

備える。引込みアセンブリ(60)は、両端に静脈内穿刺先

端(64)と非患者穿刺先端(66)とを有するカニューレ(62)

を備える。第１の位置において、静脈内穿刺先端(64)は

管状外側ボディー(20)の第１端部(22)から突き出ている

。引込みアセンブリ(60)は、この第１位置から、静脈内

穿刺先端(64)と非患者穿刺先端(66)が管状外側ボディー

(20)の内部に完全に収容されていて外側ボディー(20)を

規定する全般的な軸から外れて斜めになっている第２位

置まで、管状外側ボディーの内部で移動するようになっ

ている。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
下 記 を 備 え る 引 込 み 式 安 全 針 ア セ ン ブ リ ：
ａ ) 第 １ 端 部 、 第 ２ 端 部 、 お よ び 前 記 第 １ 端 部 か ら 前 記 第 ２ 端 部 ま で 軸 に 沿 っ て 延 在 し た
管 状 壁 面 を 備 え る 略 管 状 の 外 側 ボ デ ィ ー 、 こ こ で 前 記 管 状 壁 面 は 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 内 部
に 内 部 空 間 を 画 成 し 、 前 記 外 側 ボ デ ィ ー は 前 記 軸 か ら 外 れ て 斜 め に 通 る 案 内 チ ャ ネ ル を 備
え る ；
ｂ ) 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 内 部 空 間 の 内 部 に 配 置 さ れ た 引 込 み ア セ ン ブ リ 、 こ の 引 込 み
ア セ ン ブ リ は 静 脈 内 穿 刺 先 端 と 非 患 者 穿 刺 先 端 と を 有 す る カ ニ ュ ー レ と 、 前 記 外 側 ボ デ ィ
ー の 前 記 案 内 チ ャ ネ ル と の 対 応 係 合 の た め の フ ィ ン と を 備 え 、 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ は 前
記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 内 部 空 間 の 内 部 で 、 前 記 静 脈 内 穿 刺 先 端 が 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記
第 １ 端 部 か ら 突 き 出 て い る 第 １ 位 置 か ら 、 前 記 静 脈 内 穿 刺 先 端 と 前 記 非 患 者 穿 刺 先 端 と が
前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 内 部 に 完 全 に 収 容 さ れ て い て 前 記 カ ニ ュ ー レ が 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前
記 軸 か ら 外 れ て 斜 め に な っ て い る 第 ２ 位 置 に 移 動 可 能 に な っ て い る ；
ｃ ) 前 記 第 １ 位 置 と 前 記 第 ２ 位 置 と の 間 で の 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ の 移 動 を 防 止 す る た め
の 保 持 要 素 ； お よ び
ｄ ) 前 記 移 動 防 止 手 段 が 解 除 さ れ る と 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ を 前 記 第 １ 位 置 か ら 前 記 第 ２
位 置 に 移 動 さ せ る た め に 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ と 前 記 外 側 ボ デ ィ ー と の 間 に 引 込 み 力 を 加
え る た め の 偏 倚 要 素 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 偏 倚 要 素 が 圧 縮 バ ネ か ら な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 管 状 壁 面 が 、 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ が 前 記 第 ２ 位 置 に あ る 時 に 前
記 非 患 者 穿 刺 先 端 を 収 納 す る の に 適 合 さ せ た 、 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 内 部 空 間 の 内 部 に
配 置 さ れ た 凹 部 を 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 外 側 ボ デ ィ ー が 前 記 管 状 壁 面 を 貫 通 す る 開 口 部 を 備 え 、 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ が 前 記
開 口 部 か ら 突 き 出 た タ ブ を 備 え 、 前 記 保 持 要 素 が 前 記 タ ブ と 前 記 管 状 壁 面 と の 間 の 干 渉 係
合 か ら な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ が 前 記 第 １ 位 置 か ら 前 記 第 ２ 位 置 に 不 可 逆 的 に 移 動 可 能 で あ る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 ２ 位 置 か ら 前 記 第 １ 位 置 へ の 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ の 移 動 を 試 み る と 、 前 記 静 脈 内
穿 刺 先 端 が 前 記 管 状 外 側 ボ デ ィ ー の 内 部 部 分 と 前 記 第 １ 端 部 で 接 触 す る こ と が 起 こ り 、 そ
れ に よ り 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ が 前 記 第 ２ 位 置 か ら 前 記 第 １ 位 置 に 移 動 す る こ と が 防 止 さ
れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ を 前 記 第 ２ 位 置 に ロ ッ ク す る た め の ロ ッ ク 機 構 を さ ら に 備 え る 、 請
求 項 １ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 案 内 チ ャ ネ ル が ノ ッ チ を 備 え 、 こ の ノ ッ チ が 前 記 フ ィ ン の 前 記 案 内 チ ャ ネ ル の 内 部 で
の 移 動 を 防 止 す る ロ ッ ク 機 構 と し て 作 用 し 、 そ れ に よ り 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ が 前 記 第 ２
位 置 か ら 前 記 第 １ 位 置 に 移 動 す る の が 防 止 さ れ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 ２ 位 置 か ら 前 記 第 １ 位 置 へ の 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ の 移 動 を 試 み る と 、 前 記 静 脈 内
穿 刺 先 端 が 前 記 管 状 外 側 ボ デ ィ ー の 内 部 部 分 と 前 記 第 １ 端 部 で 接 触 す る こ と か 、 ま た は 前
記 フ ィ ン が 前 記 ノ ッ チ と 接 触 す る こ と の い ず れ か が 起 こ り 、 そ れ に よ り 前 記 引 込 み ア セ ン
ブ リ が 前 記 第 ２ 位 置 か ら 前 記 第 １ 位 置 に 移 動 す る こ と が 防 止 さ れ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 針
ア セ ン ブ リ 。
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【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 フ ィ ン が 少 な く と も １ つ の フ ィ ン ・ フ ィ ン ガ ー を 備 え 、 前 記 案 内 チ ャ ネ ル が 前 記 少 な
く と も １ つ の フ ィ ン ・ フ ィ ン ガ ー の そ れ ぞ れ に 対 応 す る ノ ッ チ を 備 え 、 前 記 引 込 み ア セ ン
ブ リ が 前 記 第 ２ 位 置 に あ る 時 に 前 記 少 な く と も １ つ の フ ィ ン ・ フ ィ ン ガ ー と 前 記 対 応 す る
ノ ッ チ が 干 渉 係 合 状 態 に な り 、 そ れ に よ り 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ が 前 記 第 ２ 位 置 か ら 前 記
第 １ 位 置 に 移 動 す る の を 防 止 す る ロ ッ ク 機 構 と し て 作 用 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 針 ア セ ン
ブ リ 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 フ ィ ン が ２ つ の フ ィ ン ・ フ ィ ン ガ ー を 備 え 、 前 記 案 内 チ ャ ネ ル が ２ つ の 対 応 す る ノ ッ
チ を 備 え る 、 請 求 項 10に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 案 内 チ ャ ネ ル が 前 記 案 内 チ ャ ネ ル の 内 部 で 前 記 管 状 壁 面 の 内 面 か ら 突 き 出 た ス ト ッ プ
を 備 え 、 前 記 フ ィ ン は 、 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ を 前 記 第 １ 位 置 か ら 前 記 第 ２ 位 置 に 動 か し
た 時 に 前 記 フ ィ ン が 前 記 ス ト ッ プ と 接 触 す る と 半 径 方 向 に 曲 が る よ う に な っ て お り 、 前 記
フ ィ ン は 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ が 前 記 第 ２ 位 置 に あ る 時 に 前 記 ス ト ッ プ と 干 渉 係 合 状 態 に
あ っ て 、 前 記 フ ィ ン が 前 記 案 内 チ ャ ネ ル の 内 部 で 移 動 す る の を 防 止 し 、 そ し て 前 記 引 込 み
ア セ ン ブ リ が 前 記 第 ２ 位 置 か ら 前 記 第 １ 位 置 に 移 動 す る こ と が 防 止 さ れ る 、 請 求 項 ７ に 記
載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 ス ト ッ プ が 前 方 の 斜 面 と 後 方 の 肩 部 と を 備 え 、 前 記 前 方 斜 面 は 、 前 記 引 込 み ア セ ン ブ
リ を 前 記 第 １ 位 置 か ら 前 記 第 ２ 位 置 に 動 か し た 時 に 前 記 フ ィ ン が 前 記 ス ト ッ プ と 接 触 す る
と 前 記 フ ィ ン が 半 径 方 向 に 曲 が る の を 可 能 に し 、 そ し て 前 記 肩 部 は 、 前 記 引 込 み ア セ ン ブ
リ が 前 記 第 ２ 位 置 に あ る 時 に 前 記 フ ィ ン と 干 渉 係 合 を 生 じ て 、 前 記 フ ィ ン が 前 記 案 内 チ ャ
ネ ル の 内 部 で 移 動 す る の を 防 止 す る 、 請 求 項 12に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 案 内 チ ャ ネ ル が 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 管 状 壁 面 の 内 部 に 設 け た 凹 部 を 備 え 、 前 記 フ
ィ ン が 、 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ が 前 記 第 ２ 位 置 に あ る 時 に 前 記 凹 部 と の 係 合 の た め に 半 径
方 向 に 曲 が る よ う に な っ て お り 、 そ れ に よ り 前 記 フ ィ ン が 前 記 案 内 チ ャ ネ ル の 内 部 で 移 動
す る の が 防 止 さ れ 、 そ し て 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ が 前 記 第 ２ 位 置 か ら 前 記 第 １ 位 置 に 移 動
す る こ と が 防 止 さ れ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 外 側 ボ デ ィ ー が 前 記 管 状 壁 面 の 両 側 に 一 対 の 案 内 チ ャ ネ ル を 備 え 、 そ し て 前 記 引 込 み
ア セ ン ブ リ が そ れ ぞ れ 前 記 一 対 の 案 内 チ ャ ネ ル と の 対 応 係 合 の た め の 一 対 の フ ィ ン を 備 え
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 一 対 の 案 内 チ ャ ネ ル が 前 記 管 状 壁 面 の 両 側 に 沿 っ て 延 在 し て 、 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前
記 第 ２ 端 部 に 向 か っ て 下 向 き に 傾 斜 し て い る 、 請 求 項 15に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 非 患 者 穿 刺 先 端 の 周 囲 に 配 置 さ れ た エ ラ ス ト マ ー ・ ス リ ー ブ を さ ら に 備 え る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 静 脈 内 穿 刺 先 端 の 周 囲 に 配 置 さ れ た 針 カ バ ー を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 針 ア
セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ９ 】
下 記 を 備 え る 引 込 み 式 安 全 針 ア セ ン ブ リ ：
ａ ) 静 脈 内 カ ニ ュ ー レ を 通 す の に 適 合 さ せ た 第 １ 端 部 、 採 血 管 を 通 す の に 適 合 さ せ た 第 ２
端 部 、 お よ び 前 記 第 １ 端 部 か ら 前 記 第 ２ 端 部 ま で 軸 に 沿 っ て 延 在 し た 管 状 壁 面 を 備 え る 略
管 状 の 外 側 ボ デ ィ ー 、 こ こ で 前 記 管 状 壁 面 は 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 内 部 に 内 部 空 間 を 画 成 し
、 前 記 外 側 ボ デ ィ ー は 前 記 壁 面 を 貫 い て 前 記 内 部 空 間 に 通 じ る 開 口 部 と 前 記 軸 か ら 外 れ て
斜 め に 通 る 案 内 チ ャ ネ ル を 備 え る ；
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ｂ ) 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 内 部 空 間 の 内 部 に 配 置 さ れ た 引 込 み ア セ ン ブ リ 、 こ の 引 込 み
ア セ ン ブ リ は 、 前 記 開 口 部 を 通 る 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 壁 面 と の 干 渉 係 合 の た め の タ ブ
と 、 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 案 内 チ ャ ネ ル と の 対 応 係 合 の た め の フ ィ ン と を 備 え る ；
ｃ ) 静 脈 内 穿 刺 先 端 と 非 患 者 穿 刺 先 端 と を 有 す る 静 脈 内 カ ニ ュ ー レ を 備 え 、 前 記 引 込 み ア
セ ン ブ リ に 固 定 取 付 け さ れ た 針 ア セ ン ブ リ ； お よ び
ｄ ) 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ の 前 記 タ ブ と 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 壁 面 と の 前 記 干 渉 係 合 が
解 除 さ れ る と 、 前 記 静 脈 内 穿 刺 先 端 が 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 第 １ 端 部 か ら 突 き 出 て い る
第 １ 位 置 か ら 、 前 記 静 脈 内 穿 刺 先 端 と 前 記 非 患 者 穿 刺 先 端 と が 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 内 部 に
完 全 に 収 容 さ れ て い て 前 記 静 脈 内 カ ニ ュ ー レ が 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 軸 か ら 外 れ て 斜 め
に な っ て い る 第 ２ 位 置 に 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ を 移 動 さ せ る た め に 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ
に 引 込 み 力 を 加 え る よ う に し た 偏 倚 要 素 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 偏 倚 要 素 が 圧 縮 バ ネ か ら な る 、 請 求 項 19に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 管 状 壁 面 が 、 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ が 前 記 第 ２ 位 置 に あ る 時 に 前
記 非 患 者 穿 刺 先 端 を 収 納 す る よ う 適 合 さ せ た 、 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 内 部 空 間 の 内 部 に
配 置 さ れ た 凹 部 を 備 え る 、 請 求 項 19に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ が 前 記 第 １ 位 置 か ら 前 記 第 ２ 位 置 に 不 可 逆 的 に 移 動 可 能 で あ る 、 請
求 項 19に 記 載 の 針 ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
下 記 を 備 え る 引 込 み 式 安 全 針 ア セ ン ブ リ ：
ａ ) 第 １ 端 部 、 第 ２ 端 部 、 お よ び 前 記 第 １ 端 部 か ら 前 記 第 ２ 端 部 ま で 軸 に 沿 っ て 延 在 し た
管 状 壁 面 を 備 え る 略 管 状 の 外 側 ボ デ ィ ー 、 こ こ で 前 記 管 状 壁 面 は 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 内 部
に 内 部 空 間 を 画 成 し 、 前 記 外 側 ボ デ ィ ー は 前 記 軸 か ら 外 れ て 斜 め に 通 る 案 内 チ ャ ネ ル を 備
え る ；
ｂ ) 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 内 部 空 間 の 内 部 に 配 置 さ れ た 引 込 み ア セ ン ブ リ 、 こ の 引 込 み
ア セ ン ブ リ は 静 脈 内 穿 刺 先 端 と 非 患 者 穿 刺 先 端 と を 有 す る カ ニ ュ ー レ と 、 前 記 外 側 ボ デ ィ
ー の 前 記 案 内 チ ャ ネ ル と の 対 応 係 合 の た め の フ ィ ン と を 備 え 、 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ は 前
記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 内 部 空 間 の 内 部 で 、 前 記 静 脈 内 穿 刺 先 端 が 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記
第 １ 端 部 か ら 突 き 出 て い る 第 １ 位 置 か ら 、 前 記 静 脈 内 穿 刺 先 端 と 前 記 非 患 者 穿 刺 先 端 と が
前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 内 部 に 完 全 に 収 容 さ れ て い て 前 記 カ ニ ュ ー レ が 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前
記 軸 か ら 外 れ て 斜 め に な っ て い る 第 ２ 位 置 に 移 動 可 能 に な っ て い る ；
ｃ ) 前 記 第 １ 位 置 と 前 記 第 ２ 位 置 と の 間 で の 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ の 移 動 を 防 止 す る た め
の 手 段 ； お よ び
ｄ ) 前 記 移 動 防 止 手 段 が 解 除 さ れ る と 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ を 前 記 第 １ 位 置 か ら 前 記 第 ２
位 置 に 移 動 さ せ る た め に 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ と 前 記 外 側 ボ デ ィ ー と の 間 に 引 込 み 力 を 加
え る た め の 偏 倚 要 素 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
下 記 を 備 え る 引 込 み 式 安 全 針 ア セ ン ブ リ ：
ａ ) 第 １ 端 部 、 第 ２ 端 部 、 お よ び 前 記 第 １ 端 部 か ら 前 記 第 ２ 端 部 ま で 軸 に 沿 っ て 延 在 す る
管 状 壁 面 を 備 え る 略 管 状 の 外 側 ボ デ ィ ー 、 こ こ で 前 記 管 状 壁 面 は 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 内 部
に 内 部 空 間 を 画 成 す る ；
ｂ ) 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 内 部 空 間 の 内 部 に 配 置 さ れ た 引 込 み ア セ ン ブ リ 、 こ の 引 込 み
ア セ ン ブ リ は 静 脈 内 穿 刺 先 端 と 非 患 者 穿 刺 先 端 と を 有 す る カ ニ ュ ー レ を 備 え 、 前 記 引 込 み
ア セ ン ブ リ は 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 前 記 内 部 空 間 の 内 部 で 、 前 記 静 脈 内 穿 刺 先 端 が 前 記 外 側
ボ デ ィ ー の 前 記 第 １ 端 部 か ら 突 き 出 て い る 第 １ 位 置 か ら 、 前 記 静 脈 内 穿 刺 先 端 と 前 記 非 患
者 穿 刺 先 端 と が 前 記 外 側 ボ デ ィ ー の 内 部 に 完 全 に 収 容 さ れ て い る 第 ２ 位 置 に 移 動 可 能 に な
っ て い る ； お よ び
ｃ ) 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ を 前 記 第 ２ 位 置 に ロ ッ ク す る た め の ロ ッ ク 機 構 ；
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こ こ で 、 前 記 第 ２ 位 置 か ら 前 記 第 １ 位 置 へ の 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ の 移 動 を 試 み る と 、 前
記 静 脈 内 穿 刺 先 端 が 前 記 管 状 外 側 ボ デ ィ ー の 内 部 部 分 と 前 記 第 １ 端 部 で 接 触 す る こ と か 、
ま た は 前 記 ロ ッ ク 機 構 が 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ と 係 合 す る こ と の い ず れ か に よ り 移 動 が 防
止 さ れ 、 そ れ に よ り 前 記 引 込 み ア セ ン ブ リ が 前 記 第 ２ 位 置 か ら 前 記 第 １ 位 置 に 移 動 す る こ
と が 防 止 さ れ る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 安 全 か つ 便 利 な 取 扱 い の た め の 安 全 要 素 を 有 す る 針 ア セ ン ブ リ に 関 す る 。 よ り 詳
し く は 、 本 発 明 は 流 体 サ ン プ ル を 患 者 か ら 採 取 し 、 ま た は 患 者 に 送 給 す る た め の 両 頭 針 (d
ouble-ended needle) を 有 し 、 針 の 引 込 み （ 後 退 に よ る 格 納 ） の た め の 引 込 み ア セ ン ブ リ
を 備 え る 針 ア セ ン ブ リ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
穿 刺 要 素 を 有 す る 使 い 捨 て 医 療 器 具 は 、 採 血 針 、 流 体 処 置 針 、 お よ び そ れ ら の ア セ ン ブ リ
の よ う に 、 典 型 的 に は 医 薬 の 投 与 ま た は 流 体 の 抜 き 取 り の た め に 使 用 さ れ る 。 現 在 の 医 療
処 置 で は 、 こ の よ う な シ ス テ ム に 使 用 す る 流 体 容 器 お よ び 針 ア セ ン ブ リ は 安 価 で 簡 単 に 捨
て る こ と が で き る こ と が 求 め ら れ る 。 従 っ て 、 例 え ば 、 既 存 の 採 血 シ ス テ ム は 、 典 型 的 に
は 、 何 ら か の 形 態 の 耐 久 性 の あ る 再 使 用 可 能 な ホ ル ダ ー に 、 取 り 外 し で き る 使 い 捨 て の 針
と 流 体 採 集 管  (試 験 管 ) と を 装 着 し て 使 用 す る も の で よ い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ れ ま で 利 用 可 能 な 採 血 シ ス テ ム の 一 般 的 な デ ザ イ ン 形 態 は 、 両 頭 針 ア セ ン ブ リ 、 排 気 さ
れ た 減 圧 採 集 管 、 な ら び に 針 ア セ ン ブ リ と 採 集 管 を 固 定 し た 関 係 で 保 持 す る た め の ホ ル ダ
ー と を 備 え る 。 カ ニ ュ ー レ と も 呼 ば れ る 両 頭 針 ア セ ン ブ リ は 、 そ れ を 貫 通 す る ボ ア  (内 腔
) と 、 そ の 中 央 領 域 付 近 に ハ ブ と を 有 す る 。 減 圧 流 体 採 集 管 は 、 そ の 一 端 に 穿 刺 可 能 な 栓
 (ス ト ッ パ ー ) を 備 え る 。 こ の 種 の 採 血 シ ス テ ム で は 、 ホ ル ダ ー は 典 型 的 に は そ の 一 方 の
端 部 に 針 ア セ ン ブ リ を 受 け 入 れ る た め の ハ ウ ジ ン グ を 有 す る 。 ま た 、 ホ ル ダ ー は 中 空 ボ デ
ィ ー も 有 し て い て 、 そ の 反 対 側 の 端 部 に は 採 集 管 を 受 け 入 れ る た め の 開 口 部 を 有 す る 。 針
ア セ ン ブ リ は 、 針 の 第 １ 端 部 が 患 者 の 静 脈 を 穿 刺 す る た め に ホ ル ダ ー の 前 方 か ら 突 き 出 る
よ う に 、 ホ ル ダ ー の ハ ウ ジ ン グ の 内 部 に し っ か り 受 け 入 れ ら れ る 。 針 の 反 対 側 の 第 ２ 端 部
は ホ ル ダ ー の 中 空 ボ デ ィ ー の 中 に 突 き 出 て い る 。 採 血 シ ス テ ム が 組 立 て ら れ る と 、 針 ア セ
ン ブ リ は ハ ウ ジ ン グ の 中 に 差 し 込 ま れ 、 採 集 管 は 、 針 の 第 ２ 端 部 が 採 集 管 の 穿 刺 可 能 な 栓
を 穿 刺 す る ま で 中 空 ボ デ ィ ー の 開 口 端 部 の 中 に 差 し 込 ま れ て い て 、 そ れ に よ り 採 集 管 の 内
部 と 針 ア セ ン ブ リ を 貫 通 す る 内 腔 と の 間 に 流 体 連 通 が で き あ が る 。 こ の よ う な 採 血 シ ス テ
ム の １ つ を 用 い て 患 者 か ら 血 液 検 体 を 抜 き 取 る に は 、 減 圧 採 集 管 を ホ ル ダ ー の 一 端 の 中 に
不 完 全 に 差 し 込 み 、 針 の 第 １ 端 部 を 患 者 の 静 脈 に 挿 入 し 、 採 集 管 を ホ ル ダ ー の 中 に 完 全 に
差 し 込 む と 、 血 液 は 針 ア セ ン ブ リ の 内 腔 を 通 っ て 流 体 採 集 管 の 中 に 引 き 込 ま れ る 。 検 体 を
抜 き 取 っ た 後 、 採 集 管 を 取 り 出 す と 、 そ の 中 に 収 容 さ れ た 血 液 の 分 析 が 可 能 と な り 、 針 ア
セ ン ブ リ は 廃 棄 の た め に 取 り 外 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
血 液 採 集 管 を 差 し 込 む こ と が で き る ほ か 、 一 部 の 流 体 移 送 シ ス テ ム の ホ ル ダ ー は 、 患 者 に
注 入 す べ き 流 体 を 入 れ た 流 体 容 器 と も 適 合 性 が あ る 。 従 っ て 、 そ の よ う な ホ ル ダ ー は 、 患
者 か ら 血 液 検 体 を 採 取 す る こ と に 加 え て 、 患 者 に 流 体 を 注 入 す る の に 使 用 す る こ と も で き
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
偶 発 的 な 針 突 き 差 し 創 傷 事 故 が 発 生 す る 危 険 性 を 低 減 す る た め 、 使 用 し た 針 の 先 端 を 防 護
す る こ と が 重 要 に な っ て い る 。 疾 病 の 感 染 お よ び 伝 染 に 関 す る 懸 念 か ら 、 使 用 ず み の 使 い
捨 て 針 を 包 囲 す る 方 法 お よ び 器 具 は 非 常 に 重 要 に な っ て き て お り 、 大 い に 要 望 も さ れ て い
る 。 針 を ハ ウ ジ ン グ 内 に 後 退 さ せ て 格 納 す る こ と を 含 む 、 使 用 ず み の 針 の 先 端 を 防 護 す る
た め の 多 く の 工 夫 が 考 え ら れ て き た 。 例 え ば 、 Shawの 米 国 特 許 第 5,810,775 号 は 、 ア セ ン
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ブ リ の 患 者 側 端 部 に 静 脈 内 針 を 引 込 む の を 可 能 に す る 採 集 ア セ ン ブ リ を 開 示 し 、 さ ら に ホ
ル ダ ー の ハ ウ ジ ン グ の 開 口 端 部 に 設 け た ヒ ン ジ 止 め キ ャ ッ プ を 開 示 し て い る 。 検 体 を 採 集
管 の 中 に 抜 き 取 っ た 後 、 採 集 管 を 取 り 外 し 、 ヒ ン ジ 止 め キ ャ ッ プ を ホ ル ダ ー の 開 口 部 を 塞
ぐ よ う に 閉 じ る こ と に よ り 、 針 の 引 込 み を 作 動 さ せ 、 非 患 者 側 の 針 の 第 ２ 端 部 へ の 接 近 を
阻 止 す る 。 ヒ ン ジ 止 め キ ャ ッ プ の 作 動 と 引 込 み 機 構 は ユ ー ザ ー に よ る か な り の 操 作 を 必 要
と し 、 典 型 的 な 静 脈 切 開 処 置 に と っ て 理 想 的 な よ う な 、 片 手 で 便 利 に 行 う こ と は で き な い
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
Haber ら の 米 国 特 許 第 4,846,808 号 は 、 外 側 ハ ウ ジ ン グ 内 で 内 側 針 キ ャ リ ア ー を 滑 ら せ る
こ と に よ り 手 動 で 後 退 さ せ て 引 込 み を 行 う こ と が で き る 針 を 備 え た 、 安 全 注 射 針 を 開 示 し
て い る 。 針 キ ャ リ ア ー は 針 を 回 転 さ せ て 折 り 曲 げ 、 外 側 ス リ ー ブ に 向 か う 斜 め 折 り 曲 げ 状
態 に す る た め に ピ ボ ッ ト 旋 回 で き る 部 分 を 備 え る 。 こ の よ う な ア セ ン ブ リ は 、 針 を 引 込 ま
で 、 か つ 回 転 お よ び 折 り 曲 げ を 行 う た め に オ ペ レ ー タ に よ る 針 キ ャ リ ア ー の 何 回 も の 動 き
を 必 要 と す る 上 、 ハ ウ ジ ン グ 内 の 針 の 非 患 者 側 の 先 端 の 有 効 な 防 護 を 与 え な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
従 っ て 、 針 が 簡 単 か つ 効 率 的 に 引 込 ま れ 、 製 造 が 簡 単 で 操 作 が 容 易 な 、 両 頭 針 の 両 端 か ら
の 効 果 的 な 防 護 を 与 え る 針 ア セ ン ブ リ が 求 め ら れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 、 略 管 状 の 外 側 ボ デ ィ ー と 、 こ の 外 側 ボ デ ィ ー の 内 部 に 配 置 さ れ た 引 込 み ア セ ン
ブ リ と を 備 え る 、 引 込 み 式 安 全 針 ア セ ン ブ リ に 関 す る 。 こ の 外 側 ボ デ ィ ー は 、 第 １ 端 部 、
第 ２ 端 部 、 お よ び 前 記 第 １ 端 部 か ら 前 記 第 ２ 端 部 ま で 軸 に 沿 っ て 延 在 し 、 そ の 中 に 内 部 空
間 （ 内 部 開 口 も し く は 内 腔 ） を 画 成 し て い る 管 状 壁 面 を 備 え る 。 外 側 ボ デ ィ ー は さ ら に 、
そ の 少 な く と も 一 部 が 軸 か ら 外 れ て 斜 め に な っ て い る （ オ フ セ ッ ト し て い る ） 案 内 チ ャ ネ
ル を 備 え る 。 引 込 み ア セ ン ブ リ は 外 側 ボ デ ィ ー の 開 口 の 内 部 の 中 に 配 置 さ れ る 。 引 込 み ア
セ ン ブ リ は 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 と 非 患 者 穿 刺 先 端 と を 有 す る カ ニ ュ ー レ を 備 え 、 さ ら に 外 側
ボ デ ィ ー の 案 内 チ ャ ネ ル と の 対 応 係 合 の た め の フ ィ ン を 備 え る 。 引 込 み ア セ ン ブ リ は 、 外
側 ボ デ ィ ー の 内 部 空 間 の 内 部 で 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 が 外 側 ボ デ ィ ー の 第 １ 端 部 か ら 突 き 出 て
い る 第 １ 位 置 か ら 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 と 非 患 者 穿 刺 先 端 と が 外 側 ボ デ ィ ー の 内 部 に 完 全 に 収
容 さ れ て い て カ ニ ュ ー レ が 外 側 ボ デ ィ ー の 軸 か ら 外 れ て 斜 め に な っ て い る 第 ２ 位 置 に 移 動
す る よ う に 適 合 さ せ て あ る 。 針 ア セ ン ブ リ は さ ら に 、 第 １ 位 置 と 第 ２ 位 置 と の 間 で の 引 込
み ア セ ン ブ リ の 移 動 を 防 止 す る た め の 保 持 要 素 、 な ら び に こ の 移 動 防 止 手 段 が 解 除 さ れ る
と 引 込 み ア セ ン ブ リ を 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 に 移 動 さ せ る た め に 引 込 み ア セ ン ブ リ と 外 側
ボ デ ィ ー と の 間 に 引 込 み 力 を 加 え る た め の 偏 倚 要 素 を 備 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
望 ま し く は 、 外 側 ボ デ ィ ー が 壁 面 の 両 側 に 一 対 の 案 内 チ ャ ネ ル を 備 え 、 そ し て 引 込 み ア セ
ン ブ リ が そ れ ぞ れ 一 対 の 案 内 チ ャ ネ ル と の 対 応 係 合 の た め の 一 対 の フ ィ ン を 備 え る 。 こ の
一 対 の 案 内 チ ャ ネ ル は 、 壁 面 の 両 側 に 沿 っ て 延 在 し て 、 外 側 ボ デ ィ ー の 第 ２ 端 部 に 向 か っ
て 下 向 き に 傾 斜 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
外 側 ボ デ ィ ー の 壁 面 は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ が 第 ２ 位 置 に あ る 時 に 非 患 者 穿 刺 先 端 を 収 納 す
る よ う に し た 、 外 側 ボ デ ィ ー の 内 部 空 間 の 内 部 に 設 け た 凹 部 を 備 え て い て も よ い 。
さ ら に 、 外 側 ボ デ ィ ー は そ の 壁 面 を 貫 通 す る 開 口 部 を 備 え て い て も よ く 、 引 込 み ア セ ン ブ
リ は 、 こ の 壁 面 の 開 口 部 を 通 り 抜 け て い る タ ブ を 備 え て い て も よ い 。 こ の タ ブ は 、 上 記 開
口 部 に お け る 壁 面 と の 干 渉 係 合 を 与 え 、 そ れ に よ り 引 込 み ア セ ン ブ リ の 移 動 を 防 止 す る た
め の 保 持 要 素 が で き あ が る 。 外 側 ボ デ ィ ー は さ ら に 、 第 ２ 端 部 の 内 部 で そ の 内 部 空 間 の 内
部 に 配 置 さ れ た イ ン サ ー ト ス リ ー ブ を 備 え て い て も よ く 、 こ の イ ン サ ー ト ス リ ー ブ は 、 引
込 み ア セ ン ブ リ を 第 ２ 位 置 に 動 か し た 時 に タ ブ と の 対 応 係 合 す る よ う に な っ て い る チ ャ ネ
ル を 備 え る 。
【 ０ ０ １ １ 】
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引 込 み ア セ ン ブ リ は 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 に 不 可 逆 的 に 移 動 可 能 で あ っ て も よ い 。 引 込 　
み ア セ ン ブ リ は さ ら に 、 引 込 み ア セ ン ブ リ を 第 ２ 位 置 に ロ ッ ク す る た め の ロ ッ ク 機 構 を 備
え て い て も よ い 。 望 ま し く は 、 案 内 チ ャ ネ ル が ノ ッ チ を 備 え 、 こ の ノ ッ チ が フ ィ ン の 案 内
チ ャ ネ ル の 内 部 で の 移 動 を 防 止 す る ロ ッ ク と し て 作 用 し 、 そ れ に よ り 引 込 み ア セ ン ブ リ が
第 ２ 位 置 か ら 第 １ 位 置 に 移 動 す る の が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ロ ッ ク 機 構 は ま た 、 各 フ ィ ン か ら 突 き 出 て い る 少 な く と も １ つ 、 好 ま し く は ２ つ の フ ィ ン
・ フ ィ ン ガ ー を 設 け 、 各 案 内 チ ャ ネ ル の 内 部 に 少 な く と も １ つ 、 好 ま し く は ２ つ の 対 応 す
る ノ ッ チ を 設 け る こ と に よ っ て 提 供 し て も よ い 。 フ ィ ン ・ フ ィ ン ガ ー と 対 応 す る ノ ッ チ は
、 引 込 み ア セ ン ブ リ が 第 ２ 位 置 に あ る 時 に 、 動 い て 干 渉 係 合 状 態 に な る こ と が で き 、 そ れ
に よ り 引 込 み ア セ ン ブ リ が 第 ２ 位 置 か ら 第 １ 位 置 に 移 動 す る の を 防 止 す る ロ ッ ク 機 構 と し
て 作 用 す る 。 案 内 チ ャ ネ ル は ま た 、 案 内 チ ャ ネ ル の 内 部 で 壁 面 の 内 面 か ら 突 き 出 た ス ト ッ
プ を 備 え て い て も よ く 、 ス ト ッ プ は 望 ま し く は 、 前 方 側 の 斜 面 と 後 方 側 の 肩 部 と を 備 え る
。 前 方 斜 面 は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ が 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 に 移 動 す る 間 に フ ィ ン が ス ト ッ
プ と 接 触 す る と フ ィ ン が 半 径 方 向 に 曲 が る よ う に し 、 肩 部 は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ が 第 ２ 位
置 に あ る 時 に フ ィ ン と 干 渉 係 合 を 生 じ て 、 フ ィ ン が 案 内 チ ャ ネ ル の 内 部 で 移 動 す る の を 防
止 し 、 そ れ に よ り 引 込 み ア セ ン ブ リ が 第 ２ 位 置 か ら 第 １ 位 置 に 移 動 す る こ と が 防 止 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
案 内 チ ャ ネ ル は ま た 、 案 内 チ ャ ネ ル の 後 部 の 位 置 で 外 側 ボ デ ィ ー の 壁 面 の 内 部 に 設 け た 凹
部 を 備 え て い て も よ く 、 フ ィ ン が 、 引 込 み ア セ ン ブ リ が 第 ２ 位 置 に あ る 時 に こ の 凹 部 と の
係 合 の た め に 半 径 方 向 に 曲 が る よ う に し て あ っ て も よ い 。 そ れ に よ り 、 フ ィ ン が 案 内 チ ャ
ネ ル の 内 部 で 移 動 す る こ と が 防 止 さ れ 、 そ の 結 果 、 引 込 み ア セ ン ブ リ が 第 ２ 位 置 か ら 第 １
位 置 に 移 動 す る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 は 多 く の 異 な る 形 態 の 態 様 に よ り 満 足 さ れ る が 、 本 発 明 の 好 適 態 様 を 添 付 図 面 に 示
し 、 こ こ に 詳 述 す る 。 但 し 、 本 発 明 の 開 示 は 本 発 明 の 原 理 の 例 示 と 考 え る べ き で あ っ て 、
本 発 明 を 例 示 し た 態 様 に 限 定 す る 意 図 は な い こ と は 理 解 さ れ よ う 。 本 発 明 の 範 囲 お よ び 技
術 思 想 か ら 逸 脱 せ ず に 各 種 の 他 の 変 更 が 当 業 者 に は 明 ら か で あ っ て 、 容 易 に な さ れ よ う 。
本 発 明 の 範 囲 は 特 許 請 求 の 範 囲 と そ の 均 等 物 に よ り 決 定 さ れ よ う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 は 、 両 頭 針 (double-ended needle) の よ う な 静 脈 切 開  (瀉 血 ) 針 の ホ ル ダ ー 器 具 内
へ の 安 全 で 便 利 な 引 込 み  (後 退 に よ る 格 納 ) を 可 能 に す る 、 引 込 み 式 安 全 針 ア セ ン ブ リ に
一 般 に 関 係 す る 。 大 ま か に 言 う と 、 こ の 針 の 引 込 み は ア セ ン ブ リ に 設 け た ボ タ ン を 作 動 さ
せ る こ と に よ り 行 わ れ 、 こ の ボ タ ン の 作 動 に よ っ て 、 バ ネ 部 材 が 針 引 込 み ア セ ン ブ リ を ホ
ル ダ ー の 全 体 キ ャ ビ テ ィ ま た は 内 部 空 間 の 中 に 押 し 込 む こ と が 可 能 と な る 。 作 動 後 は 、 器
具 は 針 を 慣 用 の 容 器 に 捨 て る 間 に 起 こ り う る 針 の 穿 刺 事 故 の 危 険 か ら 守 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
い く つ か の 図 を 通 し て 類 似 の 部 分 が 類 似 の 参 照 記 号 に よ っ て 言 及 さ れ て い る 添 付 図 面 を 参
照 す る と 、 図 １ ～ ８ は 本 発 明 に 係 る 引 込 み 式 安 全 針 ア セ ン ブ リ と 関 連 す る 特 徴 を 図 示 す る
。 こ の 安 全 針 ア セ ン ブ リ は 、 血 液 サ ン プ ル を 採 取 す る た め に 針 ホ ル ダ ー と 組 合 わ せ て 両 頭
針 の 形 態 の 針 ア セ ン ブ リ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 針 ア セ ン ブ リ 10は 図 １ ～ ８ に 全 体 的 に 示 さ れ て い る 。 針 ア セ ン ブ リ 10は ホ ル ダ ー
12を 備 え て い て 、 こ の ホ ル ダ ー は 針 引 込 み ア セ ン ブ リ 60と 一 緒 に 使 用 す る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ホ ル ダ ー 12は 、 全 体 と し て 中 空 管 状 の 外 側 ボ デ ィ ー 20に よ り 画 成 さ れ 、 こ の ボ デ ィ ー は 第
１ 端 部 22、 第 ２ 端 部 24、 お よ び そ れ ら の 間 を 、 ホ ル ダ ー 12の 細 長 い 形 状 を 全 体 と し て 規 定
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す る 軸 100 に 沿 っ て つ な い で い る 管 状 壁 面 26と を 備 え る 。 外 側 ボ デ ィ ー 20は さ ら に 第 ２ 端
部 24に フ ラ ン ジ 40を 備 え る 。 ホ ル ダ ー 12の 第 １ 端 部 22は 、 そ れ を 貫 通 す る 開 口 部 38を 備 え
、 一 方 、 第 ２ 端 部 は 開 口 部 42を 通 し て 全 体 的 に 開 口 端 面 で あ っ て 、 ホ ル ダ ー 12を 、 こ れ を
貫 通 す る 内 部 空 間 28を 有 す る 全 体 に 中 空 の 管 状 外 側 ボ デ ィ ー 20と し て 形 作 っ て い る 。 こ の
よ う な 内 部 空 間 28は 、 本 技 術 分 野 で は 知 ら れ て い る よ う に 、 採 血  (サ ン プ リ ン グ ) 処 置 中
に 採 血 管 （ 血 液 採 集 管 )(図 示 せ ず ) を 収 容 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ホ ル ダ ー 12の 外 側 ボ デ ィ ー 20は 、 内 部 空 間 28の 内 部 の 管 状 壁 面 26の 内 面 に 沿 っ て 延 在 す る
案 内 チ ャ ネ ル 、 望 ま し く は 一 対 の 案 内 チ ャ ネ ル 32お よ び 34を 備 え る 。 案 内 チ ャ ネ ル 32お よ
び 34は 、 本 明 細 書 に お い て 後 で よ り 詳 し く 説 明 す る よ う に 、 ホ ル ダ ー 12と 引 込 み ア セ ン ブ
リ 60と の 間 の 対 応 係 合 を 与 え る 。 案 内 チ ャ ネ ル 32お よ び 34は 、 望 ま し く は 管 状 壁 面 26の 両
側 に 設 け る 。 望 ま し く は 、 案 内 チ ャ ネ ル 32お よ び 34は 、 軸 100 と 隣 接 し た 位 置 ま た は そ れ
と 同 平 面 の 位 置 で 管 状 壁 面 26の 両 側 に 設 け 、 軸 100 か 外 れ て 斜 め に 管 状 壁 面 26の 内 面 に 沿
っ て 延 び て い る 。 例 え ば 、 図 ７ に 見 ら れ る よ う に 、 案 内 チ ャ ネ ル 32は 、 外 側 ボ デ ィ ー 20の
第 １ 端 部 22か ら 第 ２ 端 部 24に 向 か っ て 後 ろ 向 き 方 向 に 管 状 壁 面 26の 内 面 に 沿 っ て 延 び て い
て 、 軸 100 か ら 外 れ る 斜 め 方 向 に 第 ２ 端 部 に 向 か っ て 下 向 き に 傾 斜 し て い る 。 大 ま か に 言
っ て 、 案 内 チ ャ ネ ル は 。 後 で よ り 詳 し く 説 明 す る よ う に 、 こ の よ う な 軸 100 か ら 外 れ た 斜
め 方 向 の 案 内 チ ャ ネ ル の 配 置 は 、 ホ ル ダ ー 12の 内 部 で 斜 め ま た は 斜 行 し た 引 込 み ア セ ン ブ
リ 60の 引 込 み 移 動  (後 退 ) を 与 え る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ホ ル ダ ー 12は 、 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ ス チ レ ン 等 を 初 め と す る 多
様 な 材 料 か ら 大 量 生 産 す る こ と が で き る 成 形 可 能 な 部 品 か ら 構 成 し う る 。 そ の 場 合 、 成 形
操 作 を 容 易 に す る た め に 、 ホ ル ダ ー 12を 、 例 え ば 、 外 側 ボ デ ィ ー 20と イ ン サ ー ト ス リ ー ブ
52と い う ２ つ の 分 離 し た 部 材 と し て 提 供 す る こ と が 望 ま し い か も し れ な い 。 イ ン サ ー ト ス
リ ー ブ 52は 、 ホ ル ダ ー 12を １ 部 品 で 成 形 し た 場 合 に は 達 成 す る こ と が 困 難 で あ る か も し れ
な い 構 造 要 素 を ホ ル ダ ー 12に 付 与 す る 。 例 え ば 、 案 内 チ ャ ネ ル 32お よ び 34は ホ ル ダ ー 12の
内 部 で の 成 形 が 困 難 で あ る か も し れ な い が 、 ホ ル ダ ー 12の 内 部 に イ ン サ ー ト ス リ ー ブ 52を
用 意 す る こ と に よ り 、 イ ン サ ー ト ス リ ー ブ 52の 壁 面 が 案 内 チ ャ ネ ル 32お よ び 34の 縁 部 と し
て 作 用 す る こ と が で き る 。 望 ま し く は 、 ホ ル ダ ー 12は 、 イ ン サ ー ト ス リ ー ブ 52が 固 定 式 に
取 付 け ら れ た 外 側 ボ デ ィ ー 20を 備 え 、 イ ン サ ー ト ス リ ー ブ 52は 外 側 ボ デ ィ ー 20の 第 ２ 端 部
24の 開 口 42を 通 っ て 配 置 さ れ る 。 そ の よ う な 取 付 け は 、 例 え ば 、 医 療 用 接 着 剤 の 使 用 に よ
り 行 う こ と が で き る 。 イ ン サ ー ト ス リ ー ブ 52は 外 側 ボ デ ィ ー 20の 内 部 空 間 28の 内 部 に 配 置
さ れ 、 そ の 外 径 は 、 イ ン サ ー ト ス リ ー ブ 52が 管 状 壁 面 26の 内 面 の 内 部 で 、 そ れ に 密 着 し て
滑 り 嵌 め す る よ う に 、 外 側 ボ デ ィ ー 20の 内 径 と 実 質 的 に 同 一 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 述 し た よ う に 、 針 ア セ ン ブ リ 10は さ ら に 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60を 備 え る 。 引 込 み ア セ ン
ブ リ 60は 外 側 ボ デ ィ ー 20の 内 部 空 間 28の 内 部 に 配 置 さ れ る 。 一 般 的 に 、 引 込 み ア セ ン ブ リ
60は 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 64を 持 っ た 第 １ 端 部 と 、 非 患 者 穿 刺 先 端 66を 持 っ た 第 ２ 端 部 と を 有
す る カ ニ ュ ー レ 62を 備 え る 。 中 央 ボ ア ま た は 内 腔 68が 静 脈 内 穿 刺 先 端 64か ら 非 患 者 穿 刺 先
端 66ま で カ ニ ュ ー レ 62を 貫 通 し て い て 、 流 体 が そ れ を 通 っ て 流 れ る こ と を 可 能 に す る 。 静
脈 内 穿 刺 先 端 64は 患 者 の 静 脈 内 に 挿 入 す る た め に 設 け ら れ 、 非 患 者 穿 刺 先 端 66は 採 血 処 置
中 に 、 例 え ば 、 減 圧 採 集 管  (排 気 さ れ た 試 験 管 ) を 穿 刺 す る た め に 設 け ら れ る 。 従 っ て 、
静 脈 内 穿 刺 先 端 64は 、 図 面 に 示 し 、 か つ 本 技 術 分 野 で 知 ら れ て い る よ う に 、 先 細 の 尖 っ た
端 部 と い っ た 、 静 脈 穿 刺 中 に 挿 入 が 容 易 で 不 快 感 が 最 小 限 と な る よ う な 形 状 と す る こ と が
望 ま し い 。 引 込 み ア セ ン ブ リ 60は 、 本 技 術 分 野 で 周 知 の よ う に 、 カ ニ ュ ー レ 62の 非 患 者 穿
刺 先 端 66の 周 囲 に 配 置 さ れ た エ ラ ス ト マ ー ス リ ー ブ 90を さ ら に 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
引 込 み ア セ ン ブ リ 60は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60の 全 体 的 な 形 状 を 形 作 る 本 体 70を さ ら に 備 え
、 カ ニ ュ ー レ 62は 本 体 70を 貫 通 し て い る 。 カ ニ ュ ー レ 62は 本 体 70と 一 体 に 形 成 し て 引 込 み
ア セ ン ブ リ 60を 構 成 し て も よ く 、 或 い は 、 別 個 の 部 材 と し て 供 給 し 、 こ れ を 別 部 材 と し て
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本 体 70に 取 り 付 け る の で も よ く 、 そ の 方 が 望 ま し い 。 本 体 70は 、 カ ニ ュ ー レ 62と 本 体 70と
の 間 の 取 付 け を 可 能 に す る ハ ブ 80を 備 え る 。 そ の よ う な 取 付 け は 、 例 え ば 、 ネ ジ 込 み も し
く は 滑 り 嵌 め 取 付 け に よ り 、 ま た は 永 久 接 合 に よ り 行 う こ と が で き る 。 １ 態 様 に お い て 、
ハ ブ 80は 雌 ネ ジ を 備 え 、 カ ニ ュ ー レ 62は 雄 ネ ジ を 備 え て い て 、 そ れ ら の 間 を ネ ジ 込 み 係 合
で き る よ う に し て も よ い 。 そ の 場 合 、 標 準 的 な 慣 用 の 両 頭 針 を ハ ブ 80と 組 合 わ せ る カ ニ ュ
ー レ 62と し て 使 用 し て 、 本 発 明 の 針 ア セ ン ブ リ 10に 使 用 す る た め の 引 込 み ア セ ン ブ リ 60を
構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
引 込 み ア セ ン ブ リ 60は 、 カ ニ ュ ー レ 62の 引 込 み の た め に ホ ル ダ ー 12の 内 部 空 間 28の 内 部 で
移 動 す る よ う に な っ て い る 。 そ の た め 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60の 本 体 70の 外 径 は 、 外 側 ボ デ
ィ ー 20の 内 径 よ り 小 さ い 。 外 側 ボ デ ィ ー 20の 内 部 で の 引 込 み ア セ ン ブ リ 60の 移 動 は 、 引 込
み ア セ ン ブ リ 60と 外 側 ボ デ ィ ー 20と の 間 の そ れ ぞ れ 対 応 す る 関 係 ま た は 係 合 に よ り 行 う も
の で よ い 。 例 え ば 、 外 側 ボ デ ィ ー 20の 管 状 壁 面 26の 内 面 に 設 け た 案 内 チ ャ ネ ル 32お よ び 34
と の 対 応 係 合 の た め に 、 本 体 70の 両 側 に フ ィ ン 72お よ び 74を 設 け る 。 フ ィ ン 72お よ び 74は
、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60の 移 動 中 に 、 そ れ ぞ れ 案 内 チ ャ ネ ル 32お よ び 34の 内 部 に 係 合 し て 乗
っ か る よ う な 形 状 に 形 づ く ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
引 込 み ア セ ン ブ リ 60は 、 ホ ル ダ ー 12の 外 側 ボ デ ィ ー 20の 内 部 空 間 28の 内 部 で 、 静 脈 内 穿 刺
先 端 64が 前 端 壁 面 36で 開 口 部 38を 通 っ て 外 側 ボ デ ィ ー 20の 第 １ 端 部 22か ら 突 き 出 て い る 第
１ 位 置 か ら 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 64と 非 患 者 穿 刺 先 端 66が 外 側 ボ デ ィ ー 20の 内 部 に 完 全 に 収 容
さ れ て い て 、 カ ニ ュ ー レ 62が 外 側 ボ デ ィ ー 20の 軸 100 か ら 外 れ て い る 第 ２ 位 置 ま で 移 動 す
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
よ り 具 体 的 に は 、 図 ３ ～ ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 位 置 で は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60は 外 側 ボ デ
ィ ー 20の 内 部 空 間 28の 内 部 に 位 置 し 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 64は 第 １ 端 部 22か ら 突 き 出 て い て 、
非 患 者 穿 刺 先 端 66は 外 側 ボ デ ィ ー 20の 内 部 空 間 28の 内 部 に 収 容 さ れ て い る 。 静 脈 内 穿 刺 先
端 64と 非 患 者 穿 刺 先 端 66は 両 方 と も 軸 100 と 一 般 に 整 列 し て い る 。 こ の よ う な 第 １ 位 置 に
お い て 、 針 ア セ ン ブ リ 10は 、 針 ア セ ン ブ リ 10の 操 作 と 使 用 に 関 し て 後 で よ り 詳 し く 説 明 す
る よ う に 、 採 血 処 置 に お け る 採 血  (サ ン プ リ ン グ ) に す ぐ に 使 用 で き る 。 図 ５ に 示 す よ う
な 第 ２ 位 置 で は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60は ホ ル ダ ー 12の 外 側 ボ デ ィ ー 20の 内 部 に 引 っ 込 ん で
い る 。 こ の よ う な 第 ２ 位 置 で は 、 カ ニ ュ ー レ 62は ホ ル ダ ー 12の 外 側 ボ デ ィ ー 20の 中 に 完 全
に 引 き 込 ま れ て い て 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 64は 前 端 壁 面 36よ り 後 ろ で 外 側 ボ デ ィ ー 20の 内 部 空
間 28の 内 部 に 格 納 さ れ て お り 、 非 患 者 穿 刺 先 端 66は 外 側 ボ デ ィ ー 20の 第 ２ 端 部 24の 開 口 42
よ ろ 後 ろ で 外 側 ボ デ ィ ー 20の 内 部 空 間 28の 中 に 保 持 さ れ て い る 。 静 脈 内 穿 刺 先 端 64か ら 非
患 者 穿 刺 先 端 66ま で の 引 込 み ア セ ン ブ リ 60の 全 長 は ホ ル ダ ー 12の 全 長 よ り 短 く し て 、 引 込
み ア セ ン ブ リ 60を ホ ル ダ ー 12の 内 部 に 引 っ 込 め た 時 に 、 カ ニ ュ ー レ 62が 傾 斜 し た 位 置 で 外
側 ボ デ ィ ー 20の 内 部 空 間 28の 内 部 に 完 全 に 格 納 さ れ る よ う に す べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 述 し た よ う に 、 カ ニ ュ ー レ 62は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60を 第 ２ 位 置 に 後 退 さ せ た 時 に 軸 10
0 か ら 外 れ る 。 こ れ は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60の フ ィ ン 72お よ び 74と 外 側 ボ デ ィ ー 20の 案 内
チ ャ ネ ル 32お よ び 34と の 間 の そ れ ぞ れ の 対 応 係 合 に よ り 達 成 さ れ る の が 望 ま し い 。 よ り 詳
し く は 、 上 述 し た よ う に 、 案 内 チ ャ ネ ル 32お よ び 34は 管 状 壁 面 26の 内 面 に 沿 っ て 、 例 え ば
、 第 ２ 端 部 24に 向 か っ て 下 向 き に 傾 斜 さ せ る こ と に よ り 、 軸 100 か ら 外 れ た 斜 め の 方 向 に
延 設 さ れ て い る 。 こ の よ う な 軸 100 か ら 外 れ た 方 向 へ の 配 置 は 、 ホ ル ダ ー 12の 内 部 で 傾 斜
ま た は 斜 行 し た 引 込 み ア セ ン ブ リ 60の 引 込 み 移 動  (後 退 ) を 与 え る 。 例 え ば 、 フ ィ ン 72お
よ び 74は 、 そ れ ぞ れ 案 内 チ ャ ネ ル 32お よ び 34に 沿 っ て 案 内 さ れ 、 案 内 チ ャ ネ ル 32お よ び 34
の 傾 斜 方 向 に 従 う 。 フ ィ ン 72お よ び 74は 引 込 み ア セ ン ブ リ 60の 本 体 70と 一 体 で あ る の で 、
本 体 70も 同 じ 傾 斜 方 向 の 移 動 に 従 う 。 カ ニ ュ ー レ 62は 本 体 70に 連 結 さ れ て い る の で 、 カ ニ
ュ ー レ 62も 同 じ 傾 斜 方 向 の 移 動 に 従 う 。 こ う し て 、 第 ２ 位 置 へ の 移 動 中 に 、 カ ニ ュ ー レ 62
は 軸 100 か ら 外 れ て 、 非 患 者 穿 刺 先 端 66と 静 脈 内 穿 刺 先 端 64は 、 も は や 軸 100 と は 整 列 し
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な い よ う に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 発 明 を 、 ホ ル ダ ー 12の 内 部 に 設 け た 案 内 チ ャ ネ ル 32お よ び 34と 、 案 内 チ ャ ネ ル 32お よ び
34内 を 走 行 さ せ る た め に 引 込 み ア セ ン ブ リ 60か ら 突 き 出 る よ う に 設 け た フ ィ ン 72お よ び 74
と の 間 の 対 応 係 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ の よ う な 相 互 に 関 係 す る 構 成 部 分 を 、 引 込 み ア
セ ン ブ リ が 案 内 チ ャ ネ ル を 備 え 、 ホ ル ダ ー が こ の よ う な 案 内 チ ャ ネ ル の 内 部 に 突 き 出 る フ
ィ ン を 備 え る よ う に 切 り 換 え る こ と が で き る こ と は 当 然 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 案 内 チ ャ ネ
ル を ホ ル ダ ー の 壁 面 を 完 全 に 貫 く よ う に 設 け て も よ い こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ホ ル ダ ー 12は ま た 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が 第 ２ 位 置 に あ っ て 、 ホ ル ダ ー 12の 内 部 に 引 き 込
ま れ て い る 場 合 に 、 非 患 者 穿 刺 先 端 66を 収 納 す る た め の ポ ケ ッ ト ま た は 凹 部 54を 備 え て い
て も よ い 。 凹 部 54は 、 内 部 空 間 28の 内 部 の 管 状 壁 面 26に 沿 っ て 延 設 さ れ た チ ャ ネ ル と し て
設 け て も よ い 。 望 ま し く は 、 凹 部 54は 、 外 側 ボ デ ィ ー 20と イ ン サ ー ト ス リ ー ブ 52と の 間 の
係 合 に よ っ て 、 例 え ば 、 イ ン サ ー ト ス リ ー ブ 52か ら 突 き 出 た リ ッ プ 56に よ っ て 、 形 成 さ れ
る 。 こ の よ う な リ ッ プ に よ り 、 凹 部 54は 、 リ ッ プ 56と 管 状 壁 面 26の 内 面 と の 間 に 外 側 ボ デ
ィ ー 20の 第 ２ 端 部 24ま で 伸 び た ポ ケ ッ ト と し て 形 成 さ れ る 。 凹 部 54は 、 管 状 壁 面 26の 内 面
に 突 き 当 た る チ ャ ネ ル を 形 成 す る こ と に よ り 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60を 第 ２ 位 置 に 後 退 さ せ
る 間 と 後 退 さ せ た 後 に 非 患 者 穿 刺 先 端 66を 格 納 す る 。 凹 部 54は ま た 、 非 患 者 穿 刺 先 端 66を
内 部 空 間 28の 内 部 の 壁 面 に 当 た る よ う に 保 持 す る こ と に よ り 非 患 者 穿 刺 先 端 66を 安 全 位 置
に 保 持 し て も よ く 、 リ ッ プ 56が 非 患 者 穿 刺 先 端 66を そ の よ う な 位 置 に 保 持 す る の を 助 け て
も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
同 様 に 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 64も 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が 第 ２ 位 置 に あ っ て 、 ホ ル ダ ー 12の 内
部 に 引 っ 込 ん で い る 時 に 、 外 側 ボ デ ィ ー 20の 前 端 壁 面 36と 管 状 壁 面 26と の 間 の ポ ケ ッ ト 58
の 内 部 に 格 納 さ れ て い て も よ い 。 そ の よ う な 態 様 で は 、 ポ ケ ッ ト 58は 、 第 ２ の 引 込 み 位 置
に あ る 時 に 静 脈 内 穿 刺 先 端 64が そ の 上 に 載 る よ う に 前 端 壁 面 36の 位 置 で 管 状 壁 面 26の 内 面
の 一 部 を 確 保 す る 。 望 ま し く は 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 64は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が 図 ５ に 示 す
よ う な 第 ２ 位 置 に あ る 時 に 、 内 部 空 間 28内 の ポ ケ ッ ト 58に 隣 接 し た 位 置 に く る 。 こ う す る
と 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60を 第 ２ 位 置 か ら 第 １ 位 置 に 移 動 さ せ よ う と 試 み て も 、 引 込 み ア セ
ン ブ リ 60を 第 ２ 位 置 に 後 退 さ せ る 時 に カ ニ ュ ー レ 62は 軸 100 か ら 外 れ て い る の で 、 静 脈 内
穿 刺 先 端 64は ポ ケ ッ ト 58の 中 に 案 内 さ れ て 、 前 端 壁 面 に 突 き 当 た る よ う に な る 。 そ の た め
、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60は 逆 方 向 の 移 動 、 即 ち 、 第 ２ 位 置 か ら 第 １ 位 置 へ の 移 動 が 防 止 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
針 ア セ ン ブ リ 10は 、 ホ ル ダ ー 12の 外 側 ボ デ ィ ー 20の 内 部 で の 引 込 み ア セ ン ブ リ 60の 移 動 を
防 止 す る た め の 保 持 要 素 を さ ら に 備 え る 。 例 え ば 、 ホ ル ダ ー 12は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60と
の 係 合 の た め に 内 部 空 間 28の 中 に 外 側 ボ デ ィ ー 20の 管 状 壁 面 26を 貫 通 し て 設 け た 穴 30の よ
う な 開 口 を 備 え て い て も よ い 。 引 込 み ア セ ン ブ リ 60は 、 本 体 70の 一 端 か ら 突 き 出 て い る 片
持 ち ア ー ム  (cantilevered arm) 76を 備 え て い て も よ く 、 こ の ア ー ム 76の 端 部 部 分 か ら は
タ ブ 78が 突 出 し て い る 。 ア ー ム 76は 、 外 側 ボ デ ィ ー 20の 内 部 空 間 28の 内 部 で の 針 ア セ ン ブ
リ 10に 沿 っ た 延 長 の た め に 設 け ら れ 、 タ ブ 78は 外 側 ボ デ ィ ー 20の 管 状 壁 面 26内 の 穴 30を 貫
通 し て い る 。 図 ３ お よ び ４ に 最 も よ く 見 ら れ る よ う に 、 タ ブ 78は 穴 30の 中 に 位 置 し て い て
、 穴 30に よ り で き た 管 状 壁 面 26の 縁 部 に 当 た っ て い て 、 タ ブ 78と 管 状 壁 面 26と の 間 に 干 渉
係 合 を 生 じ て お り 、 そ れ に よ り 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が 外 側 ボ デ ィ ー 20の 内 部 で 後 退 移 動 す
る の を 阻 止 お よ び ／ ま た は 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
外 側 ボ デ ィ ー 20に は 、 穴 30か ら 管 状 壁 面 26の 内 面 に 沿 っ て そ の 上 部 に 通 っ て い る チ ャ ネ ル
86を さ ら に 設 け て も よ い 。 チ ャ ネ ル 86は 望 ま し く は 、 イ ン サ ー ト ス リ ー ブ 52内 に ミ ゾ と し
て 形 成 さ れ 、 イ ン サ ー ト ス リ ー ブ 52と 外 側 ボ デ ィ ー 20と の 間 の 相 互 嵌 合 関 係 に よ り 外 側 ボ
デ ィ ー 20の 内 部 に で き あ が る 。 タ ブ 78は 引 込 み ア セ ン ブ リ 60を 後 退 さ せ る 時 に チ ャ ネ ル 86
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内 を 摺 動 係 合 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の よ う な 干 渉 係 合 ま た は 制 限 移 動 は 、 別 の 方 法 と し て 、 ホ ル ダ ー と 引 込 み ア セ ン ブ リ と
に 互 い に 異 な る 断 面 形 状 を 付 与 す る こ と に よ っ て も 達 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ホ ル
ダ ー が 楕 円 断 面 形 状 を 有 し 、 一 方 、 引 込 み ア セ ン ブ リ は 円 形 断 面 形 状 を 有 す る よ う に し て
も よ い 。 そ の よ う な 異 な る 形 状 の 間 の 摩 擦 の た め に 干 渉 係 合 ま た は 制 限 移 動 が 確 保 さ れ 、
そ れ に よ り 引 込 み ア セ ン ブ リ が 外 側 ボ デ ィ ー 内 で 移 動 す る こ と が 防 止 さ れ る 。 そ の よ う な
針 ア セ ン ブ リ の 作 動 は 、 楕 円 形 の ホ ル ダ ー を 押 し つ ぶ し て 、 ホ ル ダ ー と 引 込 み ア セ ン ブ リ
と の 間 の 摩 擦 と 干 渉 係 合 を 解 放 す る こ と に よ り 達 成 す る こ と が で き よ う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
針 ア セ ン ブ リ 10は さ ら に 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60と ホ ル ダ ー 12と の 間 に 力 を 加 え る た め の 偏
倚 要 素 の よ う な 、 エ ネ ル ギ ー 貯 蔵 手 段 を 備 え る 。 例 え ば 、 ホ ル ダ ー 12と 引 込 み ア セ ン ブ リ
60と の 間 に 偏 倚 力 を 作 用 さ せ る た め に 、 圧 縮 バ ネ 88を ホ ル ダ ー 12の 内 部 に 設 け て も よ い 。
図 ４ に 明 ら か に 見 ら れ る よ う に 、 圧 縮 バ ネ 88は 、 外 側 ボ デ ィ ー 20の 前 端 壁 面 36の 内 面 と 引
込 み ア セ ン ブ リ 60の 本 体 70の 肩 部 82と の 間 に 配 置 さ れ る 。 圧 縮 バ ネ 88は 、 引 込 み ア セ ン ブ
リ 60が 第 １ 位 置 に あ る 時 に は 圧 縮 さ れ て お り 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が 第 ２ 位 置 に あ る 時 に
は 不 完 全 ま た は 完 全 に 伸 び て い る 。 圧 縮 バ ネ 88は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が 第 １ 位 置 に 保 持
さ れ て い る 時 の よ う に 、 圧 縮 さ れ て い る 時 に は 、 エ ネ ル ギ ー を 貯 蔵 し て い た 。 圧 縮 バ ネ は
88任 意 の 公 知 材 料 か ら 構 成 し う る が 、 望 ま し く は ス テ ン レ ス 鋼 の よ う な 滅 菌 に 耐 え る 材 料
か ら 構 成 す る 。 本 発 明 を 圧 縮 バ ネ 88の 使 用 に 関 し て 説 明 し て い る が 、 ホ ル ダ ー 12の 内 部 で
引 込 み ア セ ン ブ リ 60を 押 す の に 対 抗 し て 、 ホ ル ダ ー 12の 内 部 で 引 込 み ア セ ン ブ リ 60を 引 っ
張 る こ と が で き る 引 張 バ ネ ま た は 弾 性 ス ト ラ ッ プ の よ う な 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60と ホ ル ダ
ー 12と の 間 に 力 を 付 与 す る た め の 他 の 偏 倚 要 素 ま た は 貯 蔵 エ ネ ル ギ ー の 手 段 も 考 え ら れ る
。
【 ０ ０ ３ ４ 】
好 ま し く は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60は 第 １ 位 置 と 第 ２ 位 置 と の 間 で 不 可 逆 的 に 移 動 可 能 で あ
る 。 よ り 好 ま し く は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60は ホ ル ダ ー 12の 内 部 で 、 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置
へ の 一 方 向 だ け し か 移 動 で き な い 。 そ の た め 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が 一 旦 ホ ル ダ ー 12の 内
部 で 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 に 後 退 し て し ま う と 、 採 血 が 可 能 な 第 １ 位 置 に リ セ ッ ト す る こ
と は で き な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
例 え ば 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 に 引 っ 込 む と 、 タ ブ 78は 完 全 に ホ ル
ダ ー 12の 内 部 に 収 容 さ れ て 、 穴 30か ら 突 き 出 る こ と が な く な る た め 、 タ ブ 78の 移 動 に よ る
引 込 み ア セ ン ブ リ 60の 移 動 は 不 可 能 に な る 。 さ ら に 、 ア セ ン ブ リ 10は 引 込 み ア セ ン ブ リ 60
の 第 ２ 位 置 か ら 第 １ 位 置 へ の 移 動 を 防 止 す る 他 の 構 造 特 徴 を 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
例 え ば 、 上 述 し た よ う に 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が 第 ２ 位 置 に あ る 時 に
、 静 脈 内 穿 刺 先 端 64は 望 ま し く は ポ ケ ッ ト 58に 隣 接 し た 位 置 で 内 部 空 間 28内 に 止 ま っ て い
る 。 従 っ て 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60を 第 ２ 位 置 か ら 第 １ 位 置 に 動 か そ う と 試 み て も 、 静 脈 内
穿 刺 先 端 64は ポ ケ ッ ト 58の 中 に 案 内 さ れ て 、 前 端 壁 面 36に 突 き 当 た る の で 、 引 込 み ア セ ン
ブ リ 60が 第 ２ 位 置 か ら 第 １ 位 置 に 動 く こ と が 防 止 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 針 ア セ ン ブ リ 10に は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が ホ ル ダ ー 12の 内 部 に 後 退 し て し ま っ た
後 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が ホ ル ダ ー 12の 内 部 で 第 ２ 位 置 か ら 第 １ 位 置 に 動 く の を 防 止 す る
た め の ロ ッ ク 機 構 を 設 け て も よ い 。 例 え ば 、 ホ ル ダ ー 12の 外 側 ボ デ ィ ー 20は 、 案 内 チ ャ ネ
ル 32お よ び 34の 中 に そ れ ぞ れ ノ ッ チ 44お よ び 46を 備 え て い て 、 そ れ ぞ れ ノ ッ チ ポ ケ ッ ト 48
お よ び 50を 形 成 し て い て も よ い 。 ノ ッ チ 44お よ び 46は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が 第 １ 位 置 か
ら 第 ２ 位 置 に 移 動 し た 時 に 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60の フ ィ ン 72お よ び 74が そ の 上 を 移 動 す る
の に 適 応 す る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 ノ ッ チ 44お よ び 46は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が 第 ２
位 置 に 移 動 し た 後 は フ ィ ン 72お よ び 74と の 干 渉 係 合 を 生 じ 、 フ ィ ン 72お よ び 74が ノ ッ チ 44
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お よ び 46を 乗 り 越 え て 逆 方 向 に 移 動 す る の を 防 止 し 、 そ れ に よ り 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が 第
１ 位 置 に 移 動 す る の を 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
そ の た め 、 第 ２ 位 置 か ら 第 １ 位 置 へ の 引 込 み ア セ ン ブ リ 60の い か な る 移 動 も 防 止 さ れ る 。
例 え ば 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が 第 ２ 位 置 に あ る 時 に 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60に 対 し て 針 カ ニ
ュ ー レ 62の 偏 倚 し た 軸 の 前 方 軸 方 向 に 力 を 加 え て も 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 64は ポ ケ ッ ト 58の 内
部 で 前 端 壁 面 36に 突 き 当 た る の で 、 再 露 出 す る よ う に 前 進 移 動 す る こ と が 阻 止 さ れ よ う 。
さ ら に 、 引 っ 込 ん だ 第 ２ 位 置 に あ る 時 に 引 込 み ア セ ン ブ リ 60に 軸 100 の 前 方 軸 方 向 に 力 を
加 え て も 、 フ ィ ン 72お よ び 74が ノ ッ チ 44お よ び 46に 突 き 当 た る よ う に 押 さ れ る の で 、 前 進
移 動 と 再 露 出 は 邪 魔 さ れ て 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
針 ア セ ン ブ リ 10に は さ ら に 、 針 カ バ ー 96を 取 付 け る た め の 肩 部 84の よ う な 手 段 を 設 け て も
よ い 。 肩 部 84は 、 針 ア セ ン ブ リ 10を 使 用 す る ま で カ ニ ュ ー レ 62の 静 脈 内 穿 刺 先 端 64を カ バ
ー す る 針 カ バ ー 96と 係 合 さ せ る た め に 設 け ら れ る 。 こ の よ う な 針 カ バ ー 96は 、 本 技 術 分 野
で は 知 ら れ て い る よ う に 、 硬 質 ポ リ マ ー 材 料 か ら 構 成 し て も よ い 。 肩 部 84は 好 ま し く は 針
カ バ ー 96と の 摩 擦 係 合 を 生 ず る よ う な プ ロ フ ァ イ ル を 備 え 、 針 カ バ ー 96が 摩 擦 嵌 め で 肩 部
84の 周 囲 の 所 定 位 置 に 保 持 さ れ 、 そ れ に よ り 使 用 時 ま で カ ニ ュ ー レ 62を カ バ ー し て 保 護 す
る よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
針 ア セ ン ブ リ 10に は 、 ホ ル ダ ー 12に 対 す る 引 込 み ア セ ン ブ リ 60の 加 速 を 減 衰 さ せ る た め の
手 段 を 設 け て も よ く 、 そ れ に よ り 引 込 み ア セ ン ブ リ の 急 激 な 動 き が 防 止 さ れ 、 流 体 が 飛 び
散 る こ と が 防 止 さ れ る 。 例 え ば 、 グ リ ー ス 、 ゲ ル 、 ゲ ル 樹 脂 、 シ リ コ ー ン 油 そ の 他 の 医 療
用 粘 稠 流 体 と い っ た 緩 衝 剤 を 直 接 バ ネ 88お よ び ／ ま た は 前 端 壁 面 36の 内 面 お よ び 肩 部 82の
よ う な ホ ル ダ ー 12と 引 込 み ア セ ン ブ リ 60と の 係 合 表 面 に 塗 布 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
さ ら に 、 ホ ル ダ ー 12の プ ロ フ ァ イ ル を 患 者 の 皮 膚 の よ う な 平 た い 表 面 上 で 回 転 し な い よ う
に 設 計 し て も よ い 。 例 え ば 、 フ ラ ン ジ 40に そ の 底 面 に 平 ら な 縁 部 を 設 て も よ く 、 ま た は 患
者 の 腕 の 輪 郭 に マ ッ チ さ せ る た め に 底 面 に 凹 ん だ 丸 み の あ る 縁 部 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
本 発 明 の 引 込 み 式 安 全 針 ア セ ン ブ リ の 操 作 と 使 用 に つ い て 次 に 説 明 す る 。 使 用 時 に 、 針 ア
セ ン ブ リ 10に は ホ ル ダ ー 12の 内 部 に 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が 配 置 さ れ て お り 、 静 脈 内 穿 刺 先
端 64を 含 ん だ カ ニ ュ ー レ 62の 一 部 は 前 方 開 口 部 38を 通 っ て ホ ル ダ ー 12か ら 突 き 出 て い て 、
針 カ バ ー 96が 静 脈 内 穿 刺 先 端 64の 周 り を 包 囲 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
静 脈 内 穿 刺 先 端 64の 周 り を 包 囲 し て い る 針 カ バ ー 96を 取 り 外 す 。 そ の 後 、 公 知 の よ う に し
て 静 脈 穿 刺 を 行 っ て 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 64を 患 者 の 静 脈 中 に 挿 入 す る 。 そ の 後 、 穿 刺 可 能 な
閉 鎖 部 を 有 す る 減 圧 採 集 管 を ホ ル ダ ー 12の 開 口 部 42の 中 に 挿 入 し て 、 減 圧 採 集 管 の 穿 刺 可
能 な 閉 鎖 部 が 非 患 者 穿 刺 先 端 66の 周 囲 に 位 置 す る ス リ ー ブ 88と 接 触 す る よ う に 、 内 部 空 間
28の 中 に 入 れ る 。 減 圧 採 集 管 に 圧 力 を 加 え る と 、 ス リ ー ブ 88と 接 触 し て い る 穿 刺 可 能 な 閉
鎖 部 に よ り ス リ ー ブ 88の 変 位 を 生 じ 、 そ れ に よ り 非 患 者 穿 刺 先 端 66に よ る ス リ ー ブ 88の 穿
刺 と 、 次 に 減 圧 採 集 管 の 穿 刺 可 能 な 閉 鎖 部 の 穿 刺 と が 起 こ る 。 こ の 時 点 で 、 減 圧 採 集 管 お
内 部 と カ ニ ュ ー レ 62の 内 腔 68と が 流 体 連 通 状 態 に な る 。 減 圧 採 集 管 の 内 部 は 陰 圧 に な っ て
い る の で 、 血 液 は 患 者 の 静 脈 か ら カ ニ ュ ー レ 62の 内 腔 68を 通 っ て 減 圧 採 集 管 の 中 に 吸 い 込
ま れ る 。 こ の よ う に し て 、 複 数 の 減 圧 採 集 管 の 中 に 次 々 に 複 数 の サ ン プ ル を 採 取 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
所 望 の 数 の サ ン プ ル を 全 て 採 取 し た ら 、 針 ア セ ン ブ リ 10の 引 込 み  (後 退 ) を 行 う 。 針 ア セ
ン ブ リ 10の 引 込 み は 、 針 の 引 込 み 前 の 針 の 穿 刺 事 故 を 防 止 す る た め に 、 静 脈 穿 刺 を 維 持 し
て い る 間 に 、 即 ち 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 64が 患 者 の 静 脈 内 に 保 持 さ れ て い る 間 に 行 っ て も よ い
。 針 ア セ ン ブ リ 10の 引 込 み は 、 穴 30か ら 突 き 出 て い る タ ブ 78を 押 し 下 げ る こ と に よ り 行 わ
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れ る 。 タ ブ 78を 押 し 下 げ る と 、 タ ブ 78は 管 状 壁 面 26の 穴 30か ら ホ ル ダ ー 12の 内 部 空 間 28の
中 に 押 し 込 ま れ る 。 こ れ に よ り 、 ホ ル ダ ー 12と 引 込 み ア セ ン ブ リ 60と の 間 の 干 渉 係 合 が 解
放 さ れ る 。 バ ネ 88は 圧 縮 さ れ て い る の で 、 こ れ が ホ ル ダ ー 12と 引 込 み ア セ ン ブ リ 60と の 間
に 偏 倚 力 を 発 揮 す る 。 ホ ル ダ ー 12と 引 込 み ア セ ン ブ リ 60と の 間 の 干 渉 係 合 を 解 放 す る と 、
バ ネ 88か ら の そ れ ら の 間 の 偏 倚 力 に よ り 引 込 み ア セ ン ブ リ 60の 肩 部 82と ホ ル ダ ー 12の 前 端
壁 面 36と の 離 間 を 生 じ 、 そ れ に よ り 引 込 み ア セ ン ブ リ 60は 押 さ れ て 、 第 １ 端 部 22か ら 離 れ
て 第 ２ 端 部 24に 向 か う 方 向 に ホ ル ダ ー 12の 内 部 空 間 28内 で 強 制 的 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
カ ニ ュ ー レ 62は 引 込 み ア セ ン ブ リ 60に 対 し て 固 定 さ れ て い る の で 、 ホ ル ダ ー 12の 内 部 で の
引 込 み ア セ ン ブ リ 60の 移 動 に よ り 、 カ ニ ュ ー レ 62も ホ ル ダ ー 12に 対 し て 移 動 し て 、 静 脈 内
穿 刺 先 端 64が 開 口 部 38を 通 っ て ホ ル ダ ー 12の 内 部 の 内 部 空 間 28の 中 に 入 る よ う に 移 動 す る
。 さ ら に 、 カ ニ ュ ー レ 62の 全 長 は ホ ル ダ ー 12よ り も 短 い の で 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 64が 内 部 空
間 28の 中 に 引 っ 込 ん だ 後 も 非 患 者 穿 刺 先 端 66は ホ ル ダ ー 12の 内 部 空 間 28の 内 部 に 保 持 さ れ
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
外 側 ボ デ ィ ー 20の 案 内 チ ャ ネ ル 32お よ び 34の 内 部 に 設 け た 引 込 み ア セ ン ブ リ 60の フ ィ ン 72
お よ び 74に よ り 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60は ホ ル ダ ー 12の 移 動 中 に ホ ル ダ ー 12の 第 ２ 端 部 24に
向 か う 方 向 に ホ ル ダ ー 12の 外 側 ボ デ ィ ー 20の 内 面 に 沿 っ て 案 内 さ れ る 。 ま た 、 案 内 チ ャ ネ
ル 32お よ び 34は 軸 100 か ら 外 れ て 、 ホ ル ダ ー 12の 第 ２ 端 部 24に 向 か っ て 下 向 き に 傾 斜 し て
い る の で 、 フ ィ ン 72お よ び 74は 移 動 中 に そ の よ う な 下 向 き 傾 斜 に 従 う 。 そ の た め 、 引 込 み
ア セ ン ブ リ 60は そ の 引 込 み 中 に 軸 100 か ら 外 れ て 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 64お よ び 非 患 者 穿 刺 先
端 66は 斜 め に な っ て ホ ル ダ ー 12の 管 状 壁 面 26に 対 し て 角 度 を 持 つ よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
さ ら に 、 ホ ル ダ ー 12の 内 部 で 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が 移 動 す る と 、 非 患 者 穿 刺 先 端 66は 変 位
し て  (向 き が 変 わ っ て ) 凹 部 54の 中 に 止 ま る よ う に な る 。 同 様 に 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 64も 前
方 開 口 部 38を 通 過 し た 後 、 変 位 し て ポ ケ ッ ト 58に 隣 接 し た 位 置 に 止 ま る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
ホ ル ダ ー 12の 内 部 で 引 込 み ア セ ン ブ リ 60が 移 動 す る 間 に 、 フ ィ ン 72お よ び 74は 案 内 チ ャ ネ
ル 32お よ び 34に 沿 っ て 摺 動 し 、 ノ ッ チ 44お よ び 46を 通 り す ぎ て 、 ノ ッ チ ポ ケ ッ ト 48お よ び
50の 中 に 進 む 。 ノ ッ チ 44お よ び 46の 形 状 と デ ザ イ ン に よ り 、 フ ィ ン 72お よ び 74が ノ ッ チ 44
お よ び 46を 乗 り 越 え て 反 対 方 向 に 逆 行 す る の が 防 止 さ れ る の で 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60は ホ
ル ダ ー 12の 内 部 で 引 込 み 位 置 に ロ ッ ク さ れ る 。 さ ら に 、 ホ ル ダ ー 12の 内 部 の 引 込 み ア セ ン
ブ リ 60を そ の よ う な 反 対 方 向 に を 押 し て も 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 64は 押 さ れ て ポ ケ ッ ト 58の 内
部 で 前 端 壁 面 36の 内 面 に 突 き 当 た る の で 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60は ホ ル ダ ー 12の 内 部 の 引 込
み 位 置 に さ ら に ロ ッ ク さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
そ の た め 、 静 脈 内 穿 刺 先 端 64お よ び 非 患 者 穿 刺 先 端 66は 効 果 的 に ホ ル ダ ー 12の 内 部 に 格 納
さ れ 、 接 近 不 可 能 に な る 。 そ の 後 、 針 ア セ ン ブ リ 10を 適 宜 廃 棄 す る こ と が で き る 。
図 ９ ～ 17は 、 本 発 明 の 別 の 態 様 を 示 す が 、 そ れ ら の 態 様 は 図 １ ～ ８ の 構 成 要 素 と 実 質 的 に
同 一 の 多 く の 構 成 要 素 を 備 え る 。 従 っ て 、 類 似 の 機 能 を 行 う 類 似 の 構 成 要 素 に は 図 １ ～ ８
の 構 成 要 素 と 同 一 の 番 号 を 付 し た が 、 図 ９ ～ 11に お け る 類 似 構 成 要 素 を 特 定 す る の に 接 尾
辞 "a" を 使 用 し 、 図 12お よ び 13の 類 似 構 成 要 素 を 特 定 す る の に 接 尾 辞 "b" を 使 用 し 、 図 14
～ 16の 類 似 構 成 要 素 を 特 定 す る の に 接 尾 辞 "c" を 使 用 し 、 図 17の 類 似 構 成 要 素 を 特 定 す る
の に 接 尾 辞 "d" を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
本 発 明 の 別 の 態 様 を 示 す 図 ９ ～ 17の 向 き は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ の フ ィ ン を １ 個 だ け 示 し 、
さ ら に 外 側 ボ デ ィ ー の 内 部 の 案 内 チ ャ ネ ル も １ 個 だ け を 示 し て い る こ と に 留 意 さ れ た い 。
し か し 、 図 ９ ～ 17の 別 の 態 様 で も フ ィ ン と 案 内 チ ャ ネ ル と の 間 に 対 応 す る 案 内 の 関 係 が 図
１ ～ ８ に 関 し て 説 明 し た の と 類 似 の よ う に 作 用 す る こ と は 言 う ま で も な い 。 但 し 、 ア セ ン
ブ リ を 引 込 み 位 置 に 保 持 す る た め の ロ ッ ク 機 構 は 異 な る 態 様 の 間 で 変 動 す る こ と も あ る 。
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そ の た め 、 図 ９ ～ 17は 、 ア セ ン ブ リ の 片 側 の １ 個 の フ ィ ン と ア セ ン ブ リ の 反 対 側 の １ 個 の
案 内 チ ャ ネ ル を 示 す こ と が あ る が 、 そ れ は 単 に こ れ ら の 構 造 間 の 関 係 を 明 ら か に す る た め
で あ り 、 同 様 の 構 造 の フ ィ ン と 案 内 チ ャ ネ ル が 示 さ れ て い な い ア セ ン ブ リ の 反 対 側 に も 設
け ら れ う る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
図 ９ ～ 11は 、 本 発 明 の 針 ア セ ン ブ リ の た め の ロ ッ ク 係 合 を 付 与 す る 別 の 態 様 を 図 示 し 、 こ
の 態 様 で は 、 片 方 ま た は 両 方 の フ ィ ン が 、 そ の フ ィ ン か ら 突 き 出 た 少 な く と も １ つ 、 好 ま
し く は ２ つ の 突 き 出 し 部 を 備 え る 。 例 え ば 、 一 対 の フ ィ ン ・ フ ィ ン ガ ー 102a, 104aが フ ィ
ン 72a の 両 側 か ら 突 き 出 て い て も よ い 。 フ ィ ン ・ フ ィ ン ガ ー 102aお よ び 104aは 、 フ ィ ン 72
a に 向 か っ て 内 向 き に 偏 倚 さ せ て 曲 げ る こ と が で き 、 か つ 静 止 状 態 で は レ ジ リ エ ン ト に  (
反 発 弾 性 に よ り ) 外 向 き に 伸 び る こ と が で き る 、 レ ジ リ エ ン ト に 可 撓 性 の 部 材 で あ る 。 望
ま し く は 、 フ ィ ン ・ フ ィ ン ガ ー 102a, 104aは 、 引 込 み ア セ ン ブ リ が 第 １ 位 置 に あ る 時 と 、
第 ２ 位 置 に 引 っ 込 む 間 は 、 内 向 き に 曲 げ ら れ て い て 、 案 内 チ ャ ネ ル 32a の 内 部 に 保 持 さ れ
て い る 。 案 内 チ ャ ネ ル 32a は さ ら に そ の 後 部 に 、 ノ ッ チ ポ ケ ッ ト 48a を 形 成 す る 一 対 の ノ
ッ チ 106a, 108aを 備 え る 。 フ ィ ン ・ フ ィ ン ガ ー 102a, 104aが 案 内 チ ャ ネ ル 32a を 通 っ て そ
れ ぞ れ ノ ッ チ 106a, 108aの 上 を 動 く と 、 フ ィ ン ・ フ ィ ン ガ ー 102a, 104aは そ れ ら の レ ジ リ
エ ン ト な 性 質 の た め の 外 向 き に 曲 が り 、 そ れ に よ り ノ ッ チ ポ ケ ッ ト 48a の 内 部 で 広 が る 。
そ の よ う に し て 曲 が っ て 広 が る と 、 引 込 み ア セ ン ブ リ は ノ ッ チ 106a, 108aに 対 す る フ ィ ン
・ フ ィ ン ガ ー 102a, 104aの 干 渉 係 合 の た め 、 逆 方 向 に は 移 動 す る こ と が で き な く な る の で
、 針 の 逆 行 移 動 と 再 露 出 が 防 止 さ れ る 。 引 込 み ア セ ン ブ リ 60a が 案 内 チ ャ ネ ル 32a に 対 す
る フ ィ ン ・ フ ィ ン ガ ー 102a, 104aの 曲 が り 力 を 制 限 せ ず に 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 に 後 退 す
る よ う に 、 フ ィ ン ・ フ ィ ン ガ ー 102aお よ び 104aの 曲 が り に よ り 案 内 チ ャ ネ ル 32a の 内 面 に
対 し て 加 わ る 力 は 、 バ ネ に よ り 負 荷 さ れ て い る 力 よ り 小 さ い こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
引 込 み ア セ ン ブ リ の 片 方 ま た は 両 方 の フ ィ ン が 上 述 し た よ う な フ ィ ン ・ フ ィ ン ガ ー を １ 個
だ け 備 え て い て も よ く 、 対 応 す る 案 内 チ ャ ネ ル が フ ィ ン ・ フ ィ ン ガ ー と 相 互 係 合 す る た め
の １ 個 の 対 応 す る ノ ッ チ だ け を 備 え て い て も よ い こ と も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
フ ィ ン ・ フ ィ ン ガ ー と ノ ッ チ の 配 置 を 逆 転 さ せ て 、 片 方 ま た は 両 方 の 案 内 チ ャ ネ ル が そ の
よ う な フ ィ ン ガ ー 形 状 の 突 き 出 し 部 を 備 え る よ う に し て も よ い こ と も さ ら に 考 え ら れ る 。
こ の フ ィ ン ガ ー は ノ ッ チ ポ ケ ッ ト の 中 ま で 進 む と フ ィ ン と 干 渉 係 合 す る こ と が で き る 。 例
え ば 、 図 12～ 13に 示 す よ う に 、 案 内 チ ャ ネ ル 32b は 案 内 チ ャ ネ ル 32b の 内 部 に 突 き 出 て い
る １ ま た は ２ 以 上 の チ ャ ネ ル ・ フ ィ ン ガ ー 112bを 備 え て い て も よ い 。 こ の よ う な チ ャ ネ ル
・ フ ィ ン ガ ー 112bは 、 そ れ が レ ジ リ エ ン ト に 可 撓 性 で あ る 点 で 、 フ ィ ン ・ フ ィ ン ガ ー 102a
お よ び 104aと 同 様 に 作 用 す る 。 そ の た め 、 フ ィ ン 72b が チ ャ ネ ル ・ フ ィ ン ガ ー 112bを 通 り
す ぎ る と 、 チ ャ ネ ル ・ フ ィ ン ガ ー 112bは 曲 が っ て 、 そ の 後 そ の 元 の 状 態 を 再 び 取 り 戻 す 。
こ の 時 点 で 、 フ ィ ン 72b は 案 内 チ ャ ネ ル 32b の 後 部 に 動 い て お り 、 引 込 み ア セ ン ブ リ 60b 
は 完 全 に 引 っ 込 ん だ 後 退 位 置 に あ る 。 干 渉 係 合 が フ ィ ン 72b と チ ャ ネ ル ・ フ ィ ン ガ ー 112b
と の 間 に 生 じ て 、 針 の 逆 向 き 移 動 と 再 露 出 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 14～ 16は 、 本 発 明 の 針 ア セ ン ブ リ の ロ ッ ク 係 合 の さ ら に 別 の 態 様 を 図 示 す る 。 こ の 態 様
で は 、 片 方 ま た は 両 方 の 案 内 チ ャ ネ ル が 引 込 み ア セ ン ブ リ を 引 込 み 位 置 に 保 持 す る た め の
機 械 的 な ロ ッ ク 機 構 を 付 与 す る 構 造 を 備 え る 。 具 体 的 に は 、 案 内 チ ャ ネ ル 32c は 案 内 チ ャ
ネ ル 32c の 後 端 部 に 隣 接 し て 外 側 ボ デ ィ ー 20c の 管 状 壁 面 26の 内 側 部 分 か ら 半 径 方 向 に 突
き 出 た ス ト ッ プ 114cを 備 え て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 ス ト ッ プ 114cは 、 案 内 チ ャ ネ ル 32c 
の 内 部 の 管 状 壁 面 26c の 内 面 に 形 成 さ れ た ほ ぼ バ ン プ  (コ ブ ) の 形 状 で あ る 。 ス ト ッ プ 11
4cは 任 意 の 形 状 ま た は 形 態 で よ い が 、 望 ま し く は ス ト ッ プ 114cの 前 方 の 面 は テ ー パ ー ま た
は 斜 面 の 表 面 を 備 え 、 ス ト ッ プ 114cの 後 方 の 面 は 肩 部 118cを 備 え る 。 そ の よ う な 形 態 で あ
る と 、 フ ィ ン 72c は 、 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 へ の 引 込 み ア セ ン ブ リ 60c の 移 動 中 に そ れ が
ス ト ッ プ 114cの 斜 面 116cの 上 を 通 っ て い る 間 は 内 向 き に 曲 が る こ と が で き 、 そ れ が ス ト ッ
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プ 114cを 通 り す ぎ た 後 は 外 向 き に 曲 が る こ と が で き る 。 こ の よ う な 態 様 で は 、 フ ィ ン 72c 
は 、 望 ま し く は そ の 前 方 縁 部 が 略 平 面 状 の エ ッ ジ 面 120cを 備 え る 。 そ の 場 合 、 フ ィ ン 72c 
の エ ッ ジ 面 120cは 、 フ ィ ン 72c が ス ト ッ プ 114cを 通 り す ぎ た 後 、 肩 部 118cと の 干 渉 係 合 を
生 じ 、 そ れ に よ り 案 内 チ ャ ネ ル 32c の 内 部 で の フ ィ ン 72c の 逆 行 移 動 が 防 止 さ れ 、 そ し て
引 込 み ア セ ン ブ リ 60c が そ の 引 込 み 後 に 第 ２ 位 置 か ら 第 １ 位 置 に 移 動 す る こ と が 防 止 さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
図 17は 、 本 発 明 の 針 ア セ ン ブ リ の ロ ッ ク 係 合 の さ ら に 別 の 態 様 を 図 示 す る 。 こ の 態 様 で は
、 片 方 ま た は 両 方 の 案 内 チ ャ ネ ル が 、 案 内 チ ャ ネ ル の 後 端 部 で 管 状 壁 面 の 内 部 に 凹 み ポ ケ
ッ ト の 形 態 で 、 引 込 み ア セ ン ブ リ を 引 込 み 位 置 に 保 持 す る た め の 機 械 的 な ロ ッ ク 機 構 を 付
与 す る 構 造 を 備 え る 。 具 体 的 に は 、 図 17に 示 す よ う に 、 案 内 チ ャ ネ ル 32d は 案 内 チ ャ ネ ル
32d の 端 部 に 半 径 方 向 に 向 か う 外 向 き 凹 部 110dを 備 え て い て も よ い 。 外 向 き 凹 部 110dは 、
引 込 み ア セ ン ブ リ を 第 ２ 位 置 に 引 っ 込 め た 時 に 、 上 述 し た フ ィ ン 72c の よ う な フ ィ ン を 格
納 す る た め に 設 け ら れ る 。 そ の よ う な フ ィ ン を か か る 外 向 き 凹 部 110dの 中 に 押 し 込 む の を
助 け る た め に 、 フ ィ ン は 引 込 み 中 に や や 内 向 き に 曲 が っ て い て も よ く 、 そ の よ う な 外 向 き
凹 部 110dと 係 合 さ せ る た め に 、 潜 在 的 な バ ネ エ ネ ル ギ ー お よ び 半 径 方 向 外 向 き に 突 き 出 る
能 力 を 有 し て い て も よ い 。 こ の よ う な 外 向 き 凹 部 110dは 外 側 ボ デ ィ ー の 管 状 壁 面 を 全 体 に
貫 い て 設 け 、 案 内 チ ャ ネ ル 32d の 端 部 に 壁 面 を 貫 通 し た 開 口 部 を 形 成 す る よ う に し て も よ
い 。 外 向 き 凹 部 が 外 側 ボ デ ィ ー の 管 状 壁 面 を 完 全 に 貫 い て い る 場 合 、 引 込 み ア セ ン ブ リ が
第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 に 動 く と 、 フ ィ ン は そ の よ う な 開 口 部 か ら 突 き 出 る こ と が で き る 。
い ず れ の 場 合 も 、 上 述 し た フ ィ ン 72c の エ ッ ジ 面 120cの よ う な フ ィ ン の 前 方 の エ ッ ジ 面 は
、 外 向 き 凹 部 110dの 中 に 入 り 込 む か 、 あ る い は 管 状 壁 面 を 貫 通 す る 開 口 部 を 通 り 抜 け て 、
外 向 き 凹 部 110dの 内 部 ま た は 管 状 壁 面 を 貫 通 す る 開 口 部 を 通 っ て 壁 面 の エ ッ ジ 122dと 干 渉
係 合 状 態 に な り 、 従 っ て 、 引 込 み ア セ ン ブ リ の 移 動 が 防 止 さ れ る 。 こ う し て 、 引 込 み ア セ
ン ブ リ は そ の 引 込 み 後 は 第 ２ 位 置 か ら 第 １ 位 置 へ の 逆 向 き 移 動 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
上 述 し た よ う に 、 図 17は 案 内 チ ャ ネ ル の 一 方 だ け に こ の よ う な 外 向 き 凹 部 を 図 示 し て い る
が 、 両 方 の 案 内 チ ャ ネ ル が そ の よ う な 外 向 き 凹 部 を 備 え て い て も よ い 。 さ ら に 、 そ の よ う
な 外 向 き 凹 部 は 、 引 込 み ア セ ン ブ リ を 引 込 み 位 置 に 保 持 す る た め の 任 意 の ロ ッ ク 機 構 に 加
え る か 、 ま た は そ れ に 代 わ る ロ ッ ク 機 構 と し て 設 け る こ と が で き る 。 例 え ば 、 そ の よ う な
外 向 き 凹 部 を 、 図 １ ～ ８ に 関 し て 説 明 し た フ ィ ン 72, 74と ノ ッ チ 44, 46と の 間 の 相 互 係 合
に よ り 付 与 さ れ る ロ ッ ク 機 構 と 組 合 わ せ て 、 片 方 ま た は 両 方 の 案 内 チ ャ ネ ル に 設 け て も よ
い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
フ ィ ン は 、 フ ィ ン の 表 面 か ら 外 向 き に 突 き 出 た 半 径 方 向 に 向 か う フ ィ ン ガ ー を 備 え て い て
も よ い こ と が 考 え ら れ る 。 そ の よ う な 半 径 方 向 に 突 き 出 た フ ィ ン ガ ー は 図 14～ 16の ス ト ッ
プ 114cと 係 合 し て そ れ ら の 間 に 干 渉 係 合 を 生 ず る こ と が で き 、 ま た は 図 17の 外 向 き 凹 部 11
0dの 内 部 に 半 径 方 向 に 突 き 出 る こ と が で き 、 そ れ に よ り 壁 面 の エ ッ ジ 122dと の 干 渉 係 合 を
生 ず る 。 そ の た め 、 引 込 み ア セ ン ブ リ の 逆 方 向 へ の 移 動 が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
本 発 明 の 引 込 み 式 針 ア セ ン ブ リ は 、 例 え ば 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 、 ポ リ ス チ レ
ン 等 を 含 む 多 様 な 材 料 か ら 大 量 生 産 す る こ と が で き る 成 形 可 能 な 部 品 か ら 構 成 し う る 。 材
料 し て は 、 本 発 明 の 構 造 物 に 対 し て そ の 使 用 中 に 適 当 な 支 持 を 与 え る が 、 共 働 的 な 相 対 移
動 を 生 じ さ せ る た め に あ る 程 度 の レ ジ リ エ ン シ ー  (反 発 弾 性 ) も 付 与 す る も の が 選 択 さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
本 発 明 の 針 ア セ ン ブ リ を 以 上 に 採 血 シ ス テ ム に 関 連 す る 用 途 の た め の 態 様 に つ い て 説 明 し
た が 、 慣 用 の 針 ア セ ン ブ リ を 使 用 す る 技 術 分 野 で は 周 知 の よ う に 、 こ の 針 ア セ ン ブ リ は 慣
用 の 静 脈 内 輸 注 セ ッ ト に 関 連 す る 用 途 と い っ た 、 他 の 医 療 処 置 に 使 用 す る こ と も で き る こ
と が さ ら に 考 え ら れ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 引 込 み 式 安 全 針 ア セ ン ブ リ の 分 解 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の 引 込 み 式 安 全 針 ア セ ン ブ リ の 引 込 み ア セ ン ブ リ の 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 採 取 準 備 が で き た 状 態 で 示 す 本 発 明 の 引 込 み 式 安 全 針 ア セ ン ブ リ の 斜 視 部 分 断 面
図 。
【 図 ４ 】 採 取 の 準 備 が で き た 状 態 で 示 す 図 ３ の 引 込 み 式 安 全 針 ア セ ン ブ リ の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 引 込 ん だ 状 態 で 示 す 図 ３ の 引 込 み 式 安 全 針 ア セ ン ブ リ の 斜 視 部 分 断 面 図 。
【 図 ６ 】 図 １ の 引 込 み 式 安 全 針 ア セ ン ブ リ の 外 側 ボ デ ィ ー の 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 外 側 ボ デ ィ ー の 斜 視 断 面 図 。
【 図 ８ 】 イ ン サ ー ト ス リ ー ブ を 取 り 除 い て 示 す 、 本 発 明 の 安 全 針 ア セ ン ブ リ の 斜 視 部 分 断
面 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 別 の 態 様 に お け る 引 込 み ア セ ン ブ リ の 斜 視 図 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ に 示 し た 引 込 み ア セ ン ブ リ を 備 え る 別 の 態 様 に お け る 安 全 針 ア セ ン ブ リ の
斜 視 部 分 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 図 10の 別 の 態 様 か ら の 案 内 チ ャ ネ ル の 後 部 の 拡 大 図 。
【 図 １ ２ 】 さ ら に 別 の 態 様 の 安 全 針 ア セ ン ブ リ の 斜 視 部 分 断 面 図 。
【 図 １ ３ 】 図 12の 別 の 態 様 か ら の 案 内 チ ャ ネ ル の 後 部 の 拡 大 図 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 の 引 込 み ア セ ン ブ リ の 斜 視 図 。
【 図 １ ５ 】 図 14に 示 し た 引 込 み ア セ ン ブ リ を 備 え る 別 の 態 様 に お け る 安 全 針 ア セ ン ブ リ の
斜 視 部 分 断 面 図 。
【 図 １ ６ 】 図 15の 別 の 態 様 か ら の 案 内 チ ャ ネ ル の 後 部 の 拡 大 図 。
【 図 １ ７ 】 さ ら に な お 別 の 態 様 に お け る 案 内 チ ャ ネ ル の 後 部 の 拡 大 図 。
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